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2.中国科学院海洋研究所 (青島 Instituteof 体ir.'50人)から防成される 大きな部門で，主な研究テ

Oceanology， Academia Sinica (Quingdao)・，'i);.'ilh ーマは， 1) '1 '1.il1治 rl~ の iílf. ïI正 {植物の分rJi と分布の研究，

IIijM名7号 付に'1'1'、liIljJJ(li(i物品、の科，iJJ， 2) iifii!j'.植物の基礎的研

'1-'国における11lf)}のiM洋研究施設と して195011'-8 JI 究特にそれらの発生生物''f:と進化生物午的研究， ::l) 

に'1'国科学院iIl.irr研究室 (Marine Biological Labo- iui'l' J;~~の )M~UI")研究とその実際に|主!する研究， 4) 

ratory of the Academica Sinica)と してE没ルーされ j'~ ~((，'II" 利の有ー純 と iil似の研究 ， 5)中国とその隣接似

た山1時11研究Liは("!iかに101うであったが， その後1957 J)~の iíω( ，Ií! i物の ' 1 :. 1:患 と 'I :}()]の研究 ， 6) if))r海域の

イ | に ìùm~~H均 lj) f究'十 (Ma rine Biological Institute) ø;'iJ:r~汚染 と (~~，巡の研究などである。

と 名称を~ぇ，さらに1959 f l に現 (1:の 1'， 局、のiumー研究 研究'サてを f，'lil此するHHの名称と組長名を次に記すo

m (Institute of Oceanology)となるに及び焼般はlJl; なお， '1'1"1のI'til:研究所の研究室 と組は. 11本の研究

二人ーした。 :[l!.(iは 9研究5長から Illil反され， 服n数は約 険|見!の研究部と研究'主主にそれぞれ相当すると考えてよ

5001'，で，iItitf研究の ー大総介セ ンタ ーの役'，1;11を民し し‘o 1) iu.iJ)(!lI'i物分知形態創1(組長 ・ij長徳瑞)， 2) 

てレる。各研究室の名称は次の ようである。 1)物JlJ' IiYipj"他物'J:.J1I'JH (呉必Je)， 3)海産他物実験生態おl

iIlj洋学研究主 2)海洋地質ザ 研究本 3) iu.i((化'7・ C1'r修品!!) 4) ifJj産lili物光合成組 (FT塁を) 5) dfi政

側究室 4) iujil T']:研究室 5) 1M作li!i物研究明 航物j立伝-ff向調1(手家俊 6)海H'微生物組(~-*

6 )海洋無 rl'村f~ !fjJ;物研究主 7) iiJ1if i守防!動物研究i十 !~~ l]lj ) 7) iil.iP(浮遊値物調1(郭ミ1':潔)。 この研究部門

8) iIlj洋実験動物研究宅 9) 1'i'i判HftWI。なおwr究J9i がや1-1'た研究成民については，本誌(藻類 20:(1) 1え

は」ー記のほかに 3庄の研究船と L('I千ーをもち，さらに， び(:~ ) ， 1981) に論文リストが掲載されているので参

アタトロンを建設 '1'であ る 。 JI.f，J~t、ただきたL、。ノト1"1訪れたL、ずれの研究機関でも話

ιの研究所の所長[主総下名町村にiIlj泌研究れ として の IUたことの一つに 1970~78~ r'.の文化flas 命 WIII:I' Iコの 1îIf-

，汚名な位以奈 (C.-Iく.Tseng， rl'lJilで新たにkとめた綴 究活動の低下があるが，ιのリス lからもその状況が

では C.Zengとお く) 教反である。 アサタサノリの 伺えるo mイ1:.i!Iれをとり以すべく 研究員迷は大変なう3

ノl所見:を 研究し， 糸状体の 胞子に 絞I1包r- (concho・ ) Jをされているという。19831fにここ背);，'j市におけーる

spore)の1'，-rFをJjd唱するな ど. 私述 11本人に も!以11染 問際IIJj説会ぷ Int巴rnationalSeawe巴dSymposiumの

みの切にし、付教授は研究所長とiIl.iillili物研究本(Depart- IJfJHU引受けは，そう した熱立とで;欲の表われであり ，

ment of Marine Botany)の主長を兼務 される。 '1'1'4 JJUI二件L」布教J交を'1'心にiWM1iはぷ と々進められつつあ

におけるiili:Pj'市f(物研究の小心である このiuj!l1lii物研究 ると L、う。

'十ーは 7つの飢 (s巴ction)と78人の峨H (I)、l研究n. Ht: ， 'j):.'illi I1 1Ir 以下，1 : ，'; の I Hi'，' に (\'( H~I': し， 1898{Fに粁1(，";し

図左 中国科学院海洋研究所(手前)と 1983年の悶|深海談会議の '(j'í合に下定されるホテル縦~jH'î'f!1' ;。

図右.前列左より曾呈釜所長，iit~~・ ， 1Jn基緩!研究lACiffin二研究所止、|長|にて)。
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たドイツにより街作りが行われた近代的都市で，一見

ヨーロッパの街並を思わせる。街は美しく，風光は頗

る良い。大型機用の飛行場がないため，交通は陸路か

海路による。私は北京一青島聞を汽車(火事)で往復

したが，片通約17時間，広軌で寝台車の乗心地は快適

であった。幾つもの楽しいエタスカーションを海藻会

議のために企闘中とのことであり，一人でも多くの日

本の方達の参加を希望するとのことであった。

上記の国立海洋研究所のほかに，青島市には，藻類

を研究する機関として，黄海水産研究所と山東海洋学

院がある。前者は国家水産総局に属する国立水産研究

所で，中国南部の広州にある南海水産研究所と中央部

の上海にある東海水産研究所とともに，中国海域の水

産の調査研究・指導等に従事する。所長は劉括敬氏，

養殖研究室主任は索如瑛女史で，藻類関係では主とし

てコンプ類(海帯). アマノリ類(柴莱)の養殖と育

種の研究，餌料藻類の研究などを行い，さらにここ数

年 (1978年より)はメキシコより移入したマクロキス

チス (Macrocystis) の養殖の研究も行っている。後

者の山東海洋学院は中国の32重点大学の一つで，海洋

生物学部(科).海洋物理学部，海洋化学部など，計7

学部 (Departments)から構成され，学生数は約1700人

であると Lづ。藻類関係の研究者及び技術者として副

学長の方宗照教授(遺伝学，特にコンブの遺伝・育

種).郷伯林副教授(海藻の分類).張定民副教授(i毎

藻の養殖)等計 10数名が勤務する。

青島滞在中は特に海洋研究所の曾呈釜所長と費修

緩研究員にお世話になった。厚くお礼を申し上げたい。

(305茨城県新治郡桜村，筑波大学生物科学系)
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北海道栽培漁業振興公社 060札幌市中央区北4西6 毎日杉幌会館内

阿寒観光汽船株式会社 085-04北海道阿寒阿寒群町字阿寒湖畔

海藻資源開発株式会社 160東京都新宿区新宿 1-29-8 財団法人公衆衛生ピル内

協和醗酵工業株式会社パイオ事業本部パイオ開発部 100東京都千代田区大手町 1-6-1

大手町ピル

全国海苔貝類漁業協同組合連合会 108東京都港区南輪2-16-5

K.K.白書事保健科学研究所・原昭邦 173東京都板橋区大山東町 32-17

有限会社浜野顕微鏡 113東京都文京区本郷5-25-18

株式会社ヤクルト本社研究所 189東京都国立市谷保 1769

山本海苔研究所 143東京都大田区大森東5-2-12

秋山茂商広 150東京都渋谷区神宮前 1-21-9

弘学出版株式会社森田悦郎 214川崎市多摩区生田 8580-61

永田克己 410-21静岡県田方郡韮山町四日町227-1

全漁連海苔海藻類養殖研封センター 440豊橋市吉田町69-6

神協産業株式会社 742-15山口県熊毛郡田布施町波野962-1

有限会社 シログ商会 260千葉市春日 1-12-9-103
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